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【年通号数】公開・登録公報2012-044
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  29/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月10日(2013.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
血管内に配置するのに適したステント（１、１０、２０、３０、４０、５０）であって、
該ステントは送達の立体配置から配置の立体配置に拡張することができ、該ステントが該
配置の立体配置にあるときに、該ステントに荷重がかけられると、該ステントは無負荷の
立体配置から負荷の立体配置に動くことができ、該負荷の立体配置において、該ステント
の長手方向軸の少なくとも一部分が三次元空間内で湾曲しており、該無負荷の立体配置に
おいて、該ステントの長手方向軸の当該部分は実質的に直線状でありまたは二次元平面内
で湾曲しており、該ステントは該負荷の間、該三次元の湾曲を達成するように付勢されて
いる、ステント。
【請求項２】
負荷の立体配置において、ステントの少なくとも一部分が実質的にヘリカルの形状をして
いる、請求項１に記載されたステント。
【請求項３】
無負荷の立体配置において、ステントの長手方向軸の少なくとも一部分が実質的に直線状
であり、かつ、無負荷の立体配置において、ステントの少なくとも一部分が実質的に円筒
形状である、請求項１または２に記載されたステント。
【請求項４】
ステントに圧縮荷重がかけられると、該ステントが無負荷の立体配置から負荷の立体配置
に動くように構成されている、請求項１～３のいずれか１項に記載されたステント。
【請求項５】
ステントが複数の環状要素（１１、２１、３１、５１）を備えている、請求項１～４のい
ずれか１項に記載されたステント。
【請求項６】
ステントが、隣接する環状要素を接続する複数の第一接続要素（１２、２２、３２、５２
）を備えている、請求項５に記載されたステント。
【請求項７】
ステントが一番目の環状要素を二番目の環状要素に接続する一番目の第一接続要素と、二
番目の環状要素を三番目の環状要素に接続する二番目の第一接続要素とを備え、該一番目
の第一接続要素が、該二番目の第一接続要素から円周方向にずれて（ｏｆｆｓｅｔ）いる
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、請求項６に記載されたステント。
【請求項８】
無負荷の立体配置において、複数の第一接続要素の集合体の長手方向軸の少なくとも一部
分が、三次元空間内で湾曲している、請求項６または７に記載されたステント。
【請求項９】
ステントが、隣接する環状要素を接続する複数の第二接続要素（２３、３３、５３）を備
えている、請求項５～８のいずれか１項に記載されたステント。
【請求項１０】
ステントが、一番目の環状要素を二番目の環状要素に接続する一番目の第二接続要素と、
二番目の環状要素を三番目の環状要素に接続する二番目の第二接続要素とを備え、該一番
目の第二接続要素が、該二番目の第二接続要素から円周方向にずれている、請求項９に記
載されたステント。
【請求項１１】
無負荷の立体配置において、複数の第二接続要素の集合体の長手方向軸の少なくとも一部
分が、三次元空間内で湾曲している、請求項９または１０に記載されたステント。
【請求項１２】
第一接続要素の半径方向の大きさが、第二接続要素の半径方向の大きさよりも大きいもの
である、請求項９～１１のいずれか１項に記載されたステント。
【請求項１３】
第一接続要素の剛性が、第二接続要素の剛性よりも小さいものである、請求項９～１２の
いずれか１項に記載されたステント。
【請求項１４】
ステントが、一番目の環状要素を二番目の環状要素に接続する６未満の接続要素を備えて
いる、請求項５～１３のいずれか１項に記載されたステント。
【請求項１５】
ステントが、一番目の環状要素を二番目の環状要素に接続する４未満の接続要素を備えて
いる、請求項１４に記載されたステント。
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